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収穫適期を逃すと、
「す」入りになってしまいます。
一度にたくさん収穫するよりも、

1～2週間ごとにずらして
種まきをすることで、少しずつ

何回も収穫できるようにしましょう。

　ラディッシュは短期で収穫できるので、ハツカダイ

コンともよばれます。形や色も豊富にあり、サラダの

彩りに最適です。コナガ、ヨトウムシなどの害虫の食

害を受けやすいので、発生の多い時期にはネットや不

織布などべたがけ資材を被覆して飛来を防ぎましょ

う。

ラディッシュ
・ 植物分類　アブラナ科　・原産国　ヨーロッパ

おおいがわ 今月の作物

種まき２週間前までに苦土石灰を１㎡あたり200ｇを

まいて畑をよく耕しておきます。種まき１週間前までに

堆肥と茶果菜10号を施して、土によく混ぜ込みます。

畝幅80㎝、畝間50㎝で畝を作り、板切れ等で15㎝間隔

に溝をつけ、溝に1.5㎝～２㎝間隔で種をまきます。

密植は根形を崩す原因になります。特に根が肥大しはじ

めてからの込みすぎは、根の生長に支障をきたすので、

間引きは遅れずに行いましょう。

根が肥大したものから順次収穫します。

種まき２

間引き３

畑の準備１追肥・中耕４

収穫５

15㎝

床面をていねい
にならす

板切れで溝をつける。
幅2㎝、深さ1㎝くらい

種間隔2㎝くらいに
まきつけ約1㎝厚さに
覆土する

長型のプランターなら
2列まきに

第2回
本葉3枚のとき 第3回（最終株間）

根が1.5〜2㎝に肥大したころ

6〜7㎝ 9〜10㎝

竹べら

条まきのときは、畝間にまいて
竹べらで土と混ぜる

〈１㎡当たり〉
茶果菜10号
90ｇ

紅白種
白色細長種

紅色球型種

正常

株間が狭すぎた
ときなど

収穫遅れや土壌
水分の急変

高温期に
栽培したとき

〈１㎡当たり〉

堆肥 2㎏

茶果菜10号
90ｇ

第1回
本葉1枚のとき

発芽ぞろい

3〜4㎝

２回目、３回目の間引きをしたあと条間に追肥し、中耕

します。

◎特徴

ラディッシュ・ダイコン・カブ等における

根菜類の根肌を汚くする原因の多くが、

キスジノミハムシの食害です。播種時に

土壌混和することで、被

害を防ぐことができます。

◎使用方法

ラディッシュは、10ａ当たり６～９㎏。

播種時に全面土壌混和で、使用回数１回

となります。

金谷営農経済センターが
おすすめします！

こちらは劇物のため、購入の際は印鑑
が必要となります。使用量は作物によ
り異なりますので、詳しい使用方法に
ついては、最寄りの営農経済センター
にてご相談ください！

3ｋｇ　2,634円（税込）

球形状でも管理が悪いと、不整形や裂根が生じ 
ます。

Point
!

根菜類の害虫に有効な

「フォース粒剤」

キスジノミハムシの幼虫の食害


